
アノール属の２種（ナイトアノール、ガーマンアノール）に関する情報 

 

○原産地 ナイトアノール Anolis equestris：キューバ 

ガーマンアノール Anolis garmanni ：ジャマイカ 

 

○定着実績 国内での定着事例は知られていない。 

 

○評価の理由 

アノール属において、ナイトアノールは最大級の、ガーマンアノールも大型の種であり、高木

の樹冠部に生息して大型昆虫や樹上性のトカゲ類などを捕食する。両種とも本来の生息地

外で定着した事例がある。両種の定着事例から判断すると、南西諸島や小笠原諸島などで

定着する可能性がある。定着した場合には、捕食や競合を通して在来生物群集に影響を与

えるおそれがある。 

 

○被害の実態・被害のおそれ 

生態系に係る被害 

• 捕食により中・大型の昆虫や樹上性トカゲ類などに影響を与える。 

• キノボリトカゲ等との競合も予測される。 

 

○被害をもたらす要因 

（１）生物学的要因 

• 樹上性で、ふつう 10m 以上の高木の樹冠部にみられる。 

• 大型で口が大きく、大型昆虫を中心として、他のトカゲ類、カエル類、鳥類などさまざまな

ものを捕食する。飼育下のナイトアノールはピンクマウス（ハツカネズミの赤子）も摂食し、

小型の脊椎動物も捕食の対象となる。 

（２）社会的要因 

• 両種とも、これまでにしばしばペットとして輸入され、流通していた。特にナイトアノールは

大型で見栄えがよいことから人気が高かった。 

 

○特徴ならびに近縁種、類似種などについて 

• ナイトアノールは頭胴長 188mm に達し、グリーンアノールやブラウンアノール（いずれも

頭胴長 50～70mm）よりもはるかに大型である。 

 

○その他の関連情報 

●   ナイトアノールはフロリダ、ハワイに、ガーマンアノールはフロリダ、グランドケイマン諸島 

に定着している。 
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• 台湾では、ナイトアノールとガーマンアノールがペットとして流通している。 

• 両種とも高木の樹冠部に生息し、動きが素早いため、もし野外に定着すれば捕獲が困難

となることが予測される。 
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オオガシラ属の４種（Boiga spp.）に関する情報 

 

○原産地     ボウシオオガシラ Boiga nigriceps：東南アジアのタイ南部、マレー半島からボルネオ、

スマトラ、ジャワ 

ミドリオオガシラ Boiga cyanea：インド、中国南部、インドネシア、ミャンマー、タイ、マ

レー半島北部 

マングローブヘビ Boiga dendrophila:：東南アジア 

イヌバオオガシラ Boiga cynodon：インド、ミャンマーからインドネシア、フィリピンにか

けて 

 

○定着実績 国内での定着は報告されていない。 

 

○評価の理由 

東南アジア原産の比較的大型になる樹上性の高次捕食者であり、南西諸島や小笠原諸島

などで定着する可能性がある。定着すれば、捕食や競合によって鳥類、爬虫類、両生類な

どを含む在来生物群集に影響を及ぼすおそれがある。 

 

○被害の実態・被害のおそれ 

生態系に係る被害 

• 東南アジア原産であり、南西諸島や小笠原諸島などに定着する可能性がある。 

• いずれの種も主に樹上で活動し、小型哺乳類、鳥類（鳥卵を含む）、トカゲ類、ヘビ類など

を捕食する。食性の幅が広い高次捕食者であり、捕食により在来生物群集に影響を及ぼ

すおそれがある。 

 

○被害をもたらす要因 

（１）生物学的要因 

• ナミヘビ科としてはいずれもかなり大型で、全長1.7～2mに達し、マングローブヘビやイヌ

バオオガシラでは全長 2.5ｍを超えることもある。トカゲやカエル、鳥やネズミなどを捕食

する、食性の幅が広い高次捕食者である。 

• 地上だけでなく、細長い体を利用して樹上の細い枝先でも活動する。 

• 弱毒を持ち、効率よく獲物を殺すことができる。 

（２）社会的要因 

• かつてイヌバオオガシラはよく流通していたという。また、マングローブヘビは大型で派手

な模様があるため展示動物として利用された。ボウシオオガシラ、マングローブヘビ、イヌ

バオオガシラは国内で少数がペットとして飼われているとみられる。 



 

○特徴ならびに近縁種、類似種などについて 

• 日本には同属種は生息していない。 

 

○その他の関連情報 

• 同属のミナミオオガシラ B. irregularis は、グアム島で定着し、多くの動物（特に鳥類）を捕

食して絶滅させたことが知られており、日本に定着すれば生態系に被害を及ぼすおそれ

が高いため、特定外来生物に指定されている。 

• マングローブヘビは身を守るために攻撃的に咬みつく。 
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北米産ヒキガエル属の４種（Bufo spp.）に関する情報 

 

○原産地     プレーンズヒキガエル Bufo cognatus：アメリカ合衆国中部、カナダ南部、メキシコ北部 

アカボシヒキガエル Bufo punctatus：アメリカ合衆国カリフォルニア州南西部からカン

ザス州西部以南、メキシコのサンルイポトシまで 

オークヒキガエル Bufo quercicus：アメリカ合衆国ルイジアナ州南西部からヴァージニ

ア州南西部にかけての沿岸地方、及びフロリダ半島 

テキサスヒキガエル Bufo speciosus：アメリカ合衆国南部、メキシコ北部 

 

○定着実績 国内での定着は報告されていない。 

 

○評価の理由 

北アメリカ原産のヒキガエル類であり、本州以南の温暖地で定着する可能性がある。定着

すれば、昆虫をはじめとする小動物を捕食すること、在来のヒキガエル類と競合することに

よって在来生物群集に影響を与えるおそれがある。また、体表から毒を分泌することから、

希少種を含む捕食者に影響を与えるおそれがある。 

 

○被害の実態・被害のおそれ 

生態系に係る被害 

• 原産地の気候条件を考えると、本州以南の温暖地に定着するおそれがある。 

• 捕食や競合、皮膚から分泌される毒による影響などにより在来生物群集に悪影響を及ぼ

すことが懸念される。 

 

○被害をもたらす要因 

（１）生物学的要因 

• いずれの種も温帯域に分布しており、本州以南の温暖地の気候に適応する可能性があ

る。 

• プレーンズヒキガエルは、河川周辺にある乾燥した荒地、氾濫原、耕作地などに生息し、

昆虫をはじめとする小動物を捕食する。水溜り、氾濫原の湿地、河川などの浅い所に産

卵する。 

• オークヒキガエルは、マツやナラ・カシの仲間からなる雑木林、海辺の林などに生息し、

やや開けて草が生えているところによくみられる。昆虫、クモなどをはじめとする小動物を

捕食する。水溜りや池などの浅い所に産卵する。 

• アカボシヒキガエルは、乾燥地の岩石などからなる峡谷、草地、林などに生息し、小動物

を捕食する。水溜りや河川沿いの溜まりなどに産卵する。野外でプレーンズヒキガエルと



の交雑例が知られている。 

• テキサスヒキガエルは草地、耕作地、牧草地などに生息し、小動物を捕食する。水溜りや

溜池、水路などに産卵する。野外で同属種との交雑例が知られている。 

• いずれの種も皮膚（特に鼓膜の後方にある耳腺）から毒液を分泌する。 

（２）社会的要因 

• いずれの種もペット用として国内で少数が流通していた。 

 

○特徴ならびに近縁種、類似種などについて 

• 在来のヒキガエル類と類似するが、体色や大きさ、耳腺の特徴などから区別できる。 

 

○その他の関連情報 

• 同属のオオヒキガエル Bufo marinus（アメリカ合衆国南端から中央アメリカ全域、南アメリ

カ北部にかけて広く分布）は、南西諸島や小笠原諸島に定着し、昆虫類をはじめとする

地表性の小動物を貪欲に捕食すること、また、体表から出る毒によって希少種を含む捕

食者に影響を与えうることから、生態系に被害を及ぼすおそれがある種として、特定外来

生物に指定されている。 

• 特定外来生物であるオオヒキガエルの他にも、国内での移植でニホンヒキガエル Bufo 

japonicus、ミヤコヒキガエル Bufo gargarizans miyakonis が島嶼部に定着している。 

• プレーンズヒキガエルは「グレートプレインヒキガエル」として国内で取引されている。 
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南米産ヒキガエル属の２種（Bufo spp.）に関する情報 

 

○原産地    キンイロヒキガエル Bufo guttatus： 南アメリカのエクアドル、コロンビア、ギアナ３国、

ベネズエラ、ブラジルなど 

コノハヒキガエル Bufo typhonius： 南アメリカのペルー、ボリビア、エクアドル、コロン

ビア、ギアナ３国、ベネズエラ、ブラジルなど 

 

○定着実績 国内での定着は報告されていない。 

 

○評価の理由 

南アメリカ原産のヒキガエル類であり、南西諸島や小笠原諸島などで定着する可能性があ

る。定着すれば、昆虫をはじめとする小動物を捕食すること、在来のヒキガエル類と競合す

ることによって在来生物群集に影響を与えるおそれがある。また、体表から毒を分泌するこ

とから、希少種を含む捕食者に影響を与えるおそれがある。 

 

○被害の実態・被害のおそれ 

生態系に係る被害 

• 原産地の気候条件を考えると、コノハヒキガエルとキンイロヒキガエルは南西諸島や小

笠原諸島などに定着するおそれがある。 

• 捕食や競合、皮膚から分泌される毒による影響などにより在来生物群集に悪影響を及ぼ

すことが懸念される。 

 

○被害をもたらす要因 

（１）生物学的要因 

• コノハヒキガエルとキンイロヒキガエルはいずれも南アメリカの熱帯から亜熱帯域に分布

しており、南西諸島や小笠原諸島などの気候に適応しうる可能性がある。 

• コノハヒキガエルは低山帯から低地の森林に主に生息するほか、開放地の湿った環境で

もみられる。夜行性で、飼育下では昆虫をはじめとする小動物を貪欲に捕食する。水溜り

などに産卵し、繁殖力が旺盛である。 

• キンイロヒキガエルは河川に近い地面や熱帯雨林の林床で落葉が深く堆積した場所な

どに生息する。夜行性で、飼育下では昆虫をはじめとする小動物を貪欲に捕食する。水

溜りなどで産卵する。 

• いずれの種も皮膚（特に鼓膜の後方にある耳腺）から毒液を分泌する。 

（２）社会的要因 

• いずれの種もペット用として国内で少数が流通していた。 



 

○特徴ならびに近縁種、類似種などについて 

• 在来のヒキガエル類とは体色や大きさ、耳腺の特徴などから区別できる。 

 

○その他の関連情報 

• 同属のオオヒキガエル Bufo marinus（アメリカ合衆国南端から中央アメリカ全域、南アメリ

カ北部にかけて広く分布）は、南西諸島や小笠原諸島に定着し、昆虫類をはじめとする

地表性の小動物を貪欲に捕食すること、また、体表から出る毒によって希少種を含む捕

食者に影響を与えうることから、生態系に被害を及ぼすおそれがある種として、特定外来

生物に指定されている。 

• 特定外来生物であるオオヒキガエルの他にも、国内での移植でニホンヒキガエル、ミヤコ

ヒキガエルが島嶼部に定着している。 

 

○備考 

• コノハヒキガエル Bufo typhonius は、近年の分類学的再検討により Rhinella alata、R. 

margaritifera、R. roqueana として整理された（文献⑥）。今回の未判定外来生物の輸入届

出について、従来から日本でコノハヒキガエルの和名で扱われていたと考えられる上記３

種に該当する情報を抽出して掲載した。 
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